
令
れい

和
わ

５年
ねん

５月
がつ

８日
よ う か

  

定
てい

時
じ

制
せい

生
せい

徒
と

及
およ

び保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

 

神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

立
りつ

高
たか

浜
はま

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

  

校
こう

長
ちょう

  牛
うし

久
く

保
ぼ

 浩
こう

一
いち

  

 

 

 

令
れい

和
わ

５年
ねん

５月
がつ

８日
よ う か

以
い

降
こう

の県
けん

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

等
とう

の教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

等
とう

について 

 

新
しん

緑
りょく

の候
こう

、皆
みな

様
さま

におかれましては、益
ます

々
ます

ご清
せい

祥
しょう

のこととお喜
よろこ

び申
もう

し上
あ

げます。日
ひ

頃
ごろ

、本
ほん

校
こう

の教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

にご理
り

解
かい

ご協
きょう

力
りょく

いただき、感
かん

謝
しゃ

申
もう

し上
あ

げます。 

さて、国
くに

が、令
れい

和
わ

５年
ねん

５月
がつ

８日
よ う か

付
づ

けで新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

を「感
かん

染
せん

症
しょう

の予
よ

防
ぼう

及
およ

び感
かん

染
せん

症
しょう

の患
かん

者
じゃ

に対
たい

する医
い

療
りょう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」上
じょう

の５類
るい

感
かん

染
せん

症
しょう

に移
い

行
こう

したことに伴
ともな

い、県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

より５月
がつ

８日
よ う か

以
い

降
こう

の県
けん

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

等
とう

の教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

等
とう

について、各
かく

学
がっ

校
こう

においては基
き

本
ほん

的
てき

な感
かん

染
せん

症
しょう

対
たい

策
さく

を講
こう

じながら通
つう

常
じょう

の教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

を実
じっ

施
し

する旨
むね

の通
つう

知
ち

がありました。 

つきましては、県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

の指
し

導
どう

の下
もと

、本
ほん

校
こう

の教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

等
とう

を次
つぎ

の表
ひょう

１のとおり行
おこな

っ

てまいりますので、お知
し

らせします。 

また、新
しん

型
がた

コロナウイルスに感
かん

染
せん

した場
ば

合
あい

における出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

の期
き

間
かん

が変
へん

更
こう

されるとともに、

濃
のう

厚
こう

接
せっ

触
しょく

者
しゃ

に対
たい

して行
こう

動
どう

制
せい

限
げん

を行
おこな

わないこととする旨
むね

、県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

から併
あわ

せて通
つう

知
ち

があ

りましたので、お知
し

らせします。 

なお、ご不
ふ

明
めい

な点
てん

などありましたら、遠
えん

慮
りょ

なくお問
と

い合
あ

わせいただきますようお願
ねが

いしま

す。 

 

 

 

 

 

問
とい

合
あわ

せ先
さき

 

教
きょう

頭
とう

 神
かん

橋
ばし

 

電
でん

話
わ

 0463-21-2351 

  



（表
ひょう

１） 

１ 教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

等
とう

の基
き

本
ほん

的
てき

な考
かんが

え方
かた

 

○ 学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

の継
けい

続
ぞく

を前
ぜん

提
てい

とした上
うえ

で感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

を防
ぼう

止
し

していくため、時
とき

々
どき

の感
かん

染
せん

状
じょう

況
きょう

に応
おう

じた感
かん

染
せん

症
しょう

対
たい

策
さく

を講
こう

じる。 

○ 感
かん

染
せん

状
じょう

況
きょう

が落
お

ち着
つ

いている平
へい

時
じ

においても、生
せい

徒
と

の健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

の把
は

握
あく

や適
てき

切
せつ

な換
かん

気
き

の確
かく

保
ほ

、手
て

洗
あら

い等
とう

の手
て

指
ゆび

衛
えい

生
せい

や咳
せき

エチケットの指
し

導
どう

等
とう

を行
おこな

う。 

○ 地
ち

域
いき

や学
がっ

校
こう

において感
かん

染
せん

が流
りゅう

行
こう

している場
ば

合
あい

には、活
かつ

動
どう

場
ば

面
めん

に応
おう

じた感
かん

染
せん

症
しょう

対
たい

策
さく

を一
いち

時
じ

的
てき

に検
けん

討
とう

するとともに、学
がく

習
しゅう

内
ない

容
よう

や活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

を工
く

夫
ふう

しながら、授
じゅ

業
ぎょう

や部
ぶ

活
かつ

動
どう

、

各
かく

種
しゅ

行
ぎょう

事
じ

等
とう

の学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

を継
けい

続
ぞく

し、生
せい

徒
と

の学
まな

びを保
ほ

障
しょう

する。 
  

２ 基
き

本
ほん

的
てき

な感
かん

染
せん

症
しょう

対
たい

策
さく

 

（１）平
へい

時
じ

における感
かん

染
せん

症
しょう

対
たい

策
さく

 

・ 発
はつ

熱
ねつ

や咽
いん

頭
とう

痛
つう

、咳
せき

等
とう

の症
しょう

状
じょう

がある場
ば

合
あい

は無
む

理
り

をせず自
じ

宅
たく

で休
きゅう

養
よう

することと

し、毎
まい

日
にち

の検
けん

温
おん

や健
けん

康
こう

観
かん

察
さつ

票
ひょう

への記
き

録
ろく

は行
おこな

わない。 

・ 本
ほん

校
こう

設
せっ

置
ち

の機
き

械
かい

換
かん

気
き

を活
かつ

用
よう

し、常
じょう

時
じ

換
かん

気
き

に努
つと

める。 

・ 外
そと

から教
きょう

室
しつ

に入
はい

る時
とき

やトイレの後
あと

など、流
りゅう

水
すい

と石
せっ

けんでのこまめな手
て

洗
あら

いを

行
おこな

う。 

・ 生
せい

徒
と

及
およ

び教
きょう

職
しょく

員
いん

のいずれにも、マスクの着
ちゃく

用
よう

は求
もと

めない。 

・ 清
せい

掃
そう

により清
せい

潔
けつ

な空
くう

間
かん

を保
たも

ち、日
にち

常
じょう

的
てき

な消
しょう

毒
どく

作
さ

業
ぎょう

は行
おこな

わない。 

（２）地
ち

域
いき

や校
こう

内
ない

で感
かん

染
せん

が流
りゅう

行
こう

している場
ば

合
あい

の感
かん

染
せん

症
しょう

対
たい

策
さく

 

・ 教
きょう

職
しょく

員
いん

がマスクを着
ちゃく

用
よう

することや生
せい

徒
と

に着
ちゃく

用
よう

を促
うなが

す。 

・ 「感
かん

染
せん

リスクが比
ひ

較
かく

的
てき

高
たか

い学
がく

習
しゅう

活
かつ

動
どう

」を実
じっ

施
し

する際
さい

には、一
いち

時
じ

的
てき

に、「近
きん

距
きょ

離
り

、対
たい

面
めん

、大
おお

声
ごえ

」での発
はっ

声
せい

や会
かい

話
わ

を控
ひか

えるとともに、生
せい

徒
と

同
どう

士
し

が触
ふ

れ合
あ

わない程
てい

度
ど

の身
しん

体
たい

的
てき

距
きょ

離
り

を確
かく

保
ほ

するなどの対
たい

策
さく

を講
こう

じる。 
  

３ 新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

者
しゃ

及
およ

び濃
のう

厚
こう

接
せっ

触
しょく

者
しゃ

の扱
あつか

い 
  

 これまで  ５月
がつ

８日
よ う か

以
い

降
こう

 

感
かん

染
せん

者
しゃ

 

（陽
よう

性
せい

者
しゃ

） 

出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

 

・発
はっ

症
しょう

日
び

の翌
よく

日
じつ

から７
なの

日
か

間
かん

、 

かつ症
しょう

状
じょう

軽
けい

快
かい

後
ご

１日
にち

経
けい

過
か

まで 

⇒ 

出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

 

・発
はっ

症
しょう

日
び

の翌
よく

日
じつ

から５日
い つ か

間
かん

、 

かつ症
しょう

状
じょう

軽
けい

快
かい

後
ご

１日
にち

経
けい

過
か

まで 

    

濃
のう

厚
こう

接
せっ

触
しょく

者
しゃ

 
出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

 

・最
さい

終
しゅう

接
せっ

触
しょく

日
び

の翌
よく

日
じつ

から５
いつ

日
か

間
かん

 
⇒ 

行
こう

動
どう

制
せい

限
げん

なし 

（登
とう

校
こう

しない場
ば

合
あい

は欠
けっ

席
せき

） 
  

※ 同
どう

居
きょ

家
か

族
ぞく

に高
こう

齢
れい

の方
かた

や基
き

礎
そ

疾
しっ

患
かん

がある方
かた

がいるなど、感
かん

染
せん

不
ふ

安
あん

のため登
とう

校
こう

に不
ふ

安
あん

が

ある場
ば

合
あい

は、ご相
そう

談
だん

ください。 
   


